
 

 

つくば市平成 30 年９月定例記者会見 資料一覧 

 

平成 30 年９月５日（水） 

つくば市市長公室広報戦略課 

 

１ グレーチング蓋の盗難の多発について 

 

２ つくば市未来構想等改定のための市民ワークショップの開催について 

 

３ ＳＤＧｓを考える「まちづくりカフェ」の開催について 

 

４ 周辺市街地まちづくり合同勉強会の開催について 

 

５ タウンミーティング“会える市長”with 中高生の開催について 

 

６ 第３回 Tsukuba Thursday Gathering の開催について 

 

７ つくば市イベント情報（平成 30 年９月、10 月） 



 

平成 30 年９月定例記者会見 資料 No. １ 

建設部 道路管理課 

件名 グレーチング蓋の盗難の多発について 

１ 状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 今後の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ その他 

今年度に入り、グレーチング蓋の盗難が多発している。 

 件数：15件・61枚（8/26現在）   

  内訳：野畑地区 （４件・24枚） 

鬼ケ窪地区（４件・20枚） 

     高須賀地区（２件・６枚） 

上郷地区 （２件・５枚） 

     下別府地区（１件・３枚） 

根崎地区 （１件・２枚） 

     その他  （１件・１枚） 

※参考：昨年度  （２件・16枚） 

 

盗難場所は、付近に民家のない人目に付きにくい場所が多い。 

盗難のあった箇所については、盗難防止策（クリップ・フック）

を施したり、または代替品のコンクリート蓋を設置している。 

 

 

道路側溝に設置されているグレーチング蓋は、道路の路面排水に

欠かせない道路構造物であり、グレーチング蓋がなくなると通行上

も非常に危険である 

今後については、被害の状況に応じて、現在設置してあるグレー

チング蓋にチェーンやボルトなど盗難防止策を講じていくとともに

、被害が多発している区会への回覧、広報紙やホームページなどに

よる情報提供、市・警察への通報を呼びかけていく予定。 

また、現在、防犯サポーターによるパトロールを行っているが、

更に警察との連携を密にし、今後もパトロールの強化に努めていく

。 

 

 

平成30年度の被害総額 約80万円 

（13,100円（現時点の単価）×61枚＝799,100円≒80万円） 

 

資料等 なし 

 



 

平成 30 年９月定例記者会見 資料 No.２ 

                      政策イノベーション部 企画経営課 

 

件名 

 

 つくば市未来構想等改定のための市民ワークショップ 

 

１ 趣旨・目的 

 

 

 

 

２ 日時 

 

３ 場所 

 

４ 内容 

 

５ 対象者等 

 

 

 

６ 主催等 

 

７ 特記事項 

 

 

 

 

  以降の予定 

 

 つくば市未来構想等の改定に伴い、市民とともにつくば市の未来像

を作り上げるため、全３回シリーズのワークショップを開催します。 

連続して御参加いただくことで、つくば市の現状を見つめ、理想像

や今必要なことについて考えることを目的としています。 

 

第１回 ９月30日（日）10:00～12:00 

 

つくば市役所２階職員研修室 

 

つくば市のいい所、残念な所って？ 

 

 つくば市在住・在勤・在学の方 

各回30名程度の参加者を受付 

応募者多数の場合は、より多く参加できる方などを考慮して選出 

 

 つくば市 

 

 こうした市民ワークショップは固くなりがちで、意見も言いっ放し

になるものもありますが、なごやかな雰囲気で気軽に意見が言えて、

なおかつ市民の方から具体的な未来像を提案していただける内容とな

るよう工夫しております。 

 

 第２回 日時 10月28日（日）10:00～12:00 

場所 つくば市役所２階会議室202 

内容 2030年にこういうまちになって欲しい！ 

 

第３回 日時 12月２日（日）10:00～12:00 

場所 つくば市役所２階会議室202 

内容 未来に向けて、今必要なこと！ 

 

 

資料等 つくば市未来構想等改定のための市民ワークショップチラシ 

 



 

平成 30 年９月定例記者会見 資料№３ 

 

                      政策イノベーション部 企画経営課 

件名 
 ＳＤＧｓを考える「まちづくりカフェ」 

～ずっと、みんなが住み続けられる つくばって？～ 

１ 趣旨・目的 

 

 

 

 

 

２ 日時 

３ 場所 

 

 

 

 

 

 

４ 内容 

 

 

 

 

 

５ 対象者等 

 

 

 

 

６ 主催等 

 

 

７ 特記事項 

 

 「持続可能なまち」を市民がみんなで考えるワークショップを開催

します。 

将来も住み続けることができるまちをつくるためには何が必要で、

自分はそのために何ができるのかについて、身近なところから考える

ことを目的としています。 

 

第１回：９月27日（木） 19:00～21:00 

     市役所２階 会議室201 

第２回：10月24日（水） 10:00～12:00 

    市役所２階 会議室203 

第３回：11月18日（日） 14:00～16:00 

    市役所２階 防災会議室２，３ 

※ ３回とも同じ内容で実施 

 

 ＳＤＧｓとはどのようなものなのか、つくば市が掲げる持続可能都

市ヴィジョンとは何かについて理解を深めてもらうとともに、将来も

住み続けることができるまちをつくるためには何が必要で、自分はそ

のためになにができるのかについて、身近なところから考えるワーク

ショップになります。 

 

 市内在住、在勤、在学の方が対象となります。 

 各回30人程度を予定しています。 

 第１回のみ、託児の対応が可能になっております。 

 第２回、第３回は、子連れでの参加が可能です。 

 

 主催：つくば市 

 協力：独立行政法人国際協力機構 JICA筑波 

 

 テーマを幅広い内容に設定することで、参加に当たって予備知識を

必要としないワークショップにするとともに、様々な属性の方の参加

を促すこととしています。 

資料等  ＳＤＧｓを考える「まちづくりカフェ」チラシ 

 



 

平成 30 年９月定例記者会見 資料 No.４ 

都市計画部 市街地振興課 周辺市街地振興室 

件名 周辺市街地まちづくり合同勉強会 

１ 趣旨 

 

地域の対話や協働の場を創出し、周辺市街地振興を図っていくため、昨

年度から勉強会を先行実施している小田、谷田部市街地に加え、今年度か

らは６市街地（北条、大曽根、吉沼、上郷、栄、高見原）も実施していく。

そのスタートとして、８市街地合同の勉強会を開催する。 

２ 経緯 

 

現在、周辺市街地振興室において、旧町村時代に生活の拠点として発展

してきた既成市街地（北条、小田、大曽根、吉沼、上郷、栄、谷田部、高

見原）を中心とした地域において、市街地の活性化に向けた取組を進めて

いる。 

昨年度、先行して小田・谷田部市街地において、ワークショップ形式の

勉強会を開催し、今年度も継続して地域振興のアイデアを出し合うなど、

活発な意見交換が行われている。 

今後、勉強会を８市街地に拡大して開催するにあたり、周辺市街地にお

ける地域振興に向けた気運を高めるとともに、地域住民や団体等が地域づ

くりのヒントを見つける機会として、８市街地合同の勉強会を開催する。 

３ 概要 

 

名称：周辺市街地まちづくり合同勉強会 vol.１ 

   ― 地域の「いいね！」をみんなで発見しませんか？ ― 

開催日時：平成 30 年９月 29 日（土）13 時 30 分～16 時 30 分 

場所：市役所 201 会議室 

申込期間：平成 30 年９月１日（日）～20 日（木） 

内容：第１部 シンポジウム（蓮見孝・筑波大学名誉教授による講演ほか） 

   第２部 ワークショップ（８市街地に分かれ、地域の魅力を再発見） 

   第３部 交流会（勉強会を振り返りながら交流を深める） 

４ 今後の予定 

 

平成 30 年 10～12 月 各８市街地個別勉強会（予定） 

次年度以降も継続開催の予定 

平成 31 年１月    周辺市街地まちづくり合同勉強会 vol.２（予定） 

５ 効果等 

 

市街地内外の様々な分野で地域を盛り上げようと精力的に活動している

方々の知恵と力を繋ぎ合わせることで、コミュニティの醸成や情報共有が

図られ、新たな地域振興策の創出や地域の自立に向けたサポートの輪の拡

大に繋がっていくことが期待できる。 

資料等 
周辺市街地振興に向けた取組方針 

チラシ（周辺市街地まちづくり合同勉強会 vol.１） 

 



 

平成 30 年９月定例記者会見 資料 No.５ 

                      市長公室 広報戦略課 広聴室 

件名  タウンミーティング“会える市長”with 中高生 

１ 趣旨・目的 

 

 

 

 

 

 

２ 日時 

 

３ 場所 

 

 

４ 内容 

 

 

５ 対象者等 

 

 

６ 主催等 

 

７ 特記事項 

 

タウンミーティングの一環として、市長と中学生・高校生が自由

に語る会を開催します。 

次世代を担う中学生・高校生に市政への関心を高めてもらう機会

を創出し、市への愛着・シビックプライドを醸成するとともに、若

年世代ならではの視点による市への意見等を聴取し、市政にいかし

ます。 

 

平成30年10月28日（日）13:00～14:30 

 

 つくば総合インフォメーションセンター 交流サロン 

（つくば市吾妻一丁目8-10 BiViつくば２階） 

 

・市長から中高生に向けたプレゼンテーション 

・市長と中高生による意見交換 

 

 つくば市内在住または在学の中学生・高校生 

（義務教育学校の７～９年生、中等教育学校の生徒を含む） 

 

 つくば市 

 

・定員：先着50名（市ホームページから要申込） 

・本事業は、平成30年５月に開催したタウンミーティング（谷田部

地区）における参加者（高校生）からの提案を参考に、開催が決

定したものです。 

・中高生限定でタウンミーティングを実施するのは初めてです。 

 

 

資料等  チラシ 

 



 

平成 30 年９月定例記者会見 資料 No.６ 

                    経済部 産業振興課 スタートアップ推進室 

件名 第３回Tsukuba Thursday Gathering 

１ 趣旨・目的 

 

 

 

 

 

 

２ 日時 

 

３ 場所 

 

 

４ 内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 対象者等 

 

 

６ 主催等 

 

７ 特記事項 

 

つくば市は、スタートアップ都市を市民とともに創りあげていくた

めに、「スタートアップ」をテーマとしたイベントの『第３回 Tsuk

uba Thursday Gathering』を開催します。市が今年度から本格的に取

組を開始した「スタートアップ推進」について、本市が市民やステー

クホルダーにプロモーションを実施し、「市民の意識醸成」、「ステ

ークホルダーの認知度向上」を図ります。 

 

平成30年９月13日（木）18:30～20:00 ※18:00開場 

 

つくば総合インフォメーションセンター交流サロン 

（つくば市吾妻一丁目８-10 BiViつくば２階） 

 

『スタートアップについての基礎知識』 

１ 講演・ワークショップ 

「スタートアップアイディアソン」 

つくば市スタートアップ推進監 髙瀬 章充 

２ スタートアップによるプレゼンテーション 

「温度センサーとして機能するカラーコード（IoTシール）」 

プリンタブルセンターコード技術研究組合  

代表理事 竹谷 昌敏 氏 

 

「スタートアップとはどういうものか」、「つくば市のスタートア

ップ推進の取組」に関心がある方 

 

つくば市 

 

参加費無料 

定員20名程度（事前申込不要） 

※当日は、飲み物等をとりながら、和やかな雰囲気で進行します。 

資料等 なし 

 


